
〈
特
別
支
援
学
校
〉

〈
幼
稚
園
・
保
育
園
〉

私
た
ち
埼
玉
大
学
体
育
会
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
は
、
週
四
日
（
リ
ー
グ
戦

期
間
中
は
週
五
日
）、
埼
玉
大
学
の
総

合
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
令
和

七
年
六
月
に
四
年
生
が
引
退
し
、
現
在

の
部
員
数
は
、
三
年
生
が
四
名
、
二
年

生
が
三
名
、
一
年
生
が
一
名
の
計
八
名

で
す
。
年
間
を
通
し
て
北
関
東
五
大
学

大
会
、
関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
、

関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
大
会
の
三
つ
の
大

会
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
関
東
大
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
四
部
に
所
属
し

て
お
り
、
九
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
る
関

東
大
学
リ
ー
グ
戦
大
会
で
は
、
三
部
昇

格
を
目
標
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。私

た
ち
が
こ
れ
ら
の
大
会
に
出
場
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
い
る
背
景
に
は
、
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の

方
々
の
ご
尽
力
と
多
く
の
方
々
か
ら
の

ご
支
援
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

体
育
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
特

色
と
し
て
、
他
学
部
・
他
学
年
の
学
生

と
関
わ
れ
る
こ
と
、
人
数
が
少
な
い
分
、

効
率
的
な
練
習
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
高
等
学
校
で
は
監
督
が

行
っ
て
い
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た

り
、
練
習
試
合
を
組
ん
だ
り
す
る
業
務

は
学
生
が
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
試

合
で
得
た
反
省
点
を
持
ち
帰
り
、
学
生

同
士
で
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
な
ど
、

主
体
的
に
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
比
べ
、
活
動
量

は
多
い
も
の
の
、
自
分
た
ち
の
目
標
に

向
か
っ
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

時
間
は
他
の
何
物
に
も
代
え
難
い
で
す
。

私
た
ち
体
育
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、「
繋
ぐ
」
を
常
に
意
識
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お
い

て
だ
け
で
は
な
く
、
四
年
生
の
意
思
を

後
輩
に
引
き
継
ぎ
、
埼
玉
大
学
の
よ
さ

を
伝
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
か
っ
て

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
・
ご
声
援
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ　

サ
ー
ク
ル
紹
介

体
育
系

仲
間
と
共
に
繋
ぐ

体
育
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

野
呂
　
壮
吾

（
身
体
文
化
専
修
体
育
分
野
三
年
）

こ
ん
に
ち
は
。
埼
玉
大
学
体
操
競
技
部

で
す
。
私
た
ち
は
、
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
楽
し
く
取
り
組
む
「
全
力
青
春
部
」

で
あ
り
な
が
ら
、
全
国
大
会
に
も
出
場
す

る
「
全
力
熱
血
部
」
で
す
。
体
操
競
技
部

で
は
、
男
子
は
ゆ
か
・
あ
ん
馬
・
つ
り
輪
・

跳
馬
・
平
行
棒
・
鉄
棒
の
六
種
目
、
女
子

は
跳
馬
・
段
違
い
平
行
棒
・
平
均
台
・
ゆ

か
の
四
種
目
が
あ
り
、
す
べ
て
の
種
目
の

練
習
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
一
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま
で

の
約
二
十
名
で
活
動
し
て
お
り
、
週
に
四

回
、
埼
玉
大
学
第
一
体
育
館
を
主
な
練
習

場
所
と
し
て
、
学
年
や
年
齢
の
壁
を
越
え

て
、
仲
良
く
・
明
る
く
・
温
か
な
雰
囲
気

の
中
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
先
輩
・
後
輩

の
間
で
も
自
然
に
声
を
掛
け
合
い
、
互
い

に
支
え
合
え
る
関
係
が
、
技
へ
の
挑
戦
や

成
長
を
そ
っ
と
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
一
体
感
が
、
体
操
競
技
部

の
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
体
操
競
技
部
は
、
年
間
を
通
し

て
様
々
な
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
四

月
の
「
東
日
本
学
生
体
操
競
技
グ
ル
ー
プ

選
手
権
大
会
」
に
始
ま
り
、
五
月
の
「
東

日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大
会
」、
八

月
の
「
全
日
本
学
生
体
操
競
技
選
手
権
大

会
」
や
「
関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会
」、

そ
し
て
十
一
月
の
「
霜
月
杯
」
と
、
大
会

を
通
し
て
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で

き
る
機
会
が
年
間
を
通
し
て
あ
り
ま
す
。

大
会
で
は
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、

互
い
に
応
援
し
励
ま
し
合
い
な
が
ら
全
力

で
演
技
に
取
り
組
む
姿
や
、
応
援
す
る
姿

が
印
象
的
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
豊
富
で
、
部
内
の
交
流
も

と
て
も
盛
ん
で
す
。
年
末
に
は
体
育
館
や

器
具
の
大
掃
除
を
行
っ
た
あ
と
に
忘
年
会

を
開
き
、
昨
年
度
は
、
卒
業
さ
れ
る
四
年

生
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
会
も
行
い

ま
し
た
。
夏
に
は
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
企
画

な
ど
も
あ
り
、
部
員
同
士
で
楽
し
い
時
間

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
を

通
し
て
、
先
輩
・
後
輩
の
垣
根
を
越
え
て

絆
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
体
操
競
技
部

の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
大
会
に
出
場
し
、

整
っ
た
環
境
で
日
々
の
練
習
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
部

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
ご
活
躍

と
温
か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

埼
玉
大
学
体
操

競
技
部
ら
し
く
、

元
気
一
杯
に
活

動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
支
援

と
ご
声
援
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ピ
タ
ッ
と
着
地 

ぎ
ゅ
っ
と
仲
間

体
操
競
技
部

杉
井
　
爽
花

（
生
活
創
造
専
修
家
庭
科
分
野
四
年
）

第74回関東甲信越大学体育大会の集合写真

関東大学バレーボール大会の集合写真
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こ
ん
に
ち
は
。
埼
玉
大
学
邦
楽
部
琴

吹
会
（
こ
と
ぶ
き
か
い
）
と
申
し
ま
す
。

一
九
七
〇
年
に
三
曲
同
好
会
と
し
て
創

部
さ
れ
た
、
埼
玉
大
学
唯
一
の
邦
楽
を

行
う
部
活
動
で
す
。
箏
、
三
絃
、
尺
八

の
演
奏
を
目
的
と
し
、
週
に
二
回
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
月
に
一
、二

回
、
外
部
講
師
に
お
稽
古
を
つ
け
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
新
入
部
員
の
お
披
露

目
と
な
る
「
七
夕
演
奏
会
」、
む
つ
め

祭
で
の
「
和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト
」、
そ

し
て
一
年
間
の
集
大
成
と
し
て
の
「
定

期
演
奏
会
」
で
す
。
そ
の
他
、
外
部
か

ら
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
演
奏
を
行
っ

て
い
ま
す
。

和
楽
器
に
対
し
て
、
難
し
そ
う
、
古

典
的
等
、
近
寄
り
が
た
い
印
象
を
持
つ

方
も
少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
毎
年
、
新
入
部
員
の
約
半
数
は
、

大
学
で
初
め
て
和
楽
器
に
触
れ
、
お
稽

古
や
練
習
を
通
し
て
演
奏
の
技
術
を
身

に
付
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
演
奏
す

る
曲
は
、
古
典
曲
の
み
で
な
く
、
複
雑

な
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
現
代
曲
や
、
懐
メ

ロ
、
ア
ニ
ソ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
聞

き
な
じ
み
の
あ
る
曲
で
も
、
普
段
と
は

異
な
る
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

和
楽
器
の
合
奏
に
は
、
指
揮
者
が
い

ま
せ
ん
。
曲
の
開
始
や
終
了
の
合
図
は
、

前
方
の
演
奏
者
の
体
の
動
き
の
み
で
す
。

演
奏
中
の
テ
ン
ポ
の
加
速
や
減
速
、
音

色
な
ど
は
、
他
の
人
の
音
を
聞
き
な
が

ら
調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽
器
ご

と
に
難
し
い
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
る
こ
と

も
多
く
、
皆
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
、

和
楽
器
の
音
色
に
親
し
み
を
も
ち
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
練
習
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
ご
指
導・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ　

サ
ー
ク
ル
紹
介

文
化
系

和
楽
器
の
音
色
に
心
を
寄
せ
て

邦
楽
部
琴
吹
会

村
田
　
七
星

（
乳
幼
児
教
育
コ
ー
ス
三
年
）

埼
玉
大
学
放
送
研
究
会
で
す
。
放
送

研
究
会
は
十
六
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
突
然
で
す
が
一
つ
質
問
で
す
。

放
送
研
究
会
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
校
内
放

送
、
映
像
制
作
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
…

な
ど
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
埼

玉
大
学
放
送
研
究
会
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

放
送
研
究
会
で
は
、
主
に
ラ
ジ
オ
の

収
録
、
講
演
会
の
司
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
収
録
で
は
、
実
際

の
放
送
で
ト
ー
ク
を
行
う
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
、
音
響
効
果
を
操
作
す
る
ミ
キ
サ

ー
、
内
容
を
企
画
す
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

に
分
か
れ
て
一
回
の
放
送
を
作
り
上
げ

ま
す
。
ど
の
役
割
も
ラ
ジ
オ
作
り
に
お

い
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
ラ

ジ
オ
を
聞
く
人
、
そ
し
て
自
分
た
ち
自

身
が
楽
し
め
る
よ
う
に
ラ
ジ
オ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
と
は
ジ
ャ

ン
ル
が
異
な
る
、
講
演
会
な
ど
の
司
会

業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二 

五
年
の
四
月
に
は
放
送
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
大
学
の
入
学
式
の
司
会
を
行

い
ま
し
た
。

放
送
研
究
会
の
魅
力
は
、
先
輩
後
輩

関
係
な
く
フ
ラ
ン
ク
に
話
を
し
た
り
聞

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
だ
と
考

え
ま
す
。
普
段
の
雑
談
だ
け
で
、
ラ
ジ

オ
を
一
本
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
ジ
オ
収
録
時
以
外
で
も
笑
い
が
途
切

れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
心
の
底
か
ら

楽
し
み
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
部
分
が
、
放
送
研
究
会
の
大
き
な
魅

力
だ
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
放
送
研
究
会

は
今
後
も
仲
良
く
、
楽
し
く
、
時
に
は

問
題
に
対
し
て
意
見
を
出
し
合
い
、
お

互
い
を
高
め
合
い
な
が
ら
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。
大
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
で
、
少
し
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に

で
き
る
ラ
ジ
オ
作
り
を
行
い
た
い
で
す
。

今
回
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
を
読
ま
れ
た
皆

さ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
に
ラ
ジ

オ
を
聞
い

て
み
よ
う

と
思
っ
て

く
だ
さ
れ

ば
、
と
て

も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、

ご
声
援
の

ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

ラジオを収録している様子

話
し
て
、
聞
い
て
、
考
え
て

「
楽
し
い
」
を
創
り
出
す

放
送
研
究
会

小
林
　
朋
生

（
特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス
三
年
）

昨年度の定期演奏会の様子
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